
平
成
二
十
二
年
四
月
二
十
一
日
提
出

質

問

第

四

一

三

号

検
察
官
に
よ
る
取
調
べ
の
実
態
及
び
そ
れ
に
対
す
る
法
務
省
政
務
三
役
の
認
識
等
に
関
す
る
第
三
回
質
問
主
意

書

提

出

者

鈴

木

宗

男
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検
察
官
に
よ
る
取
調
べ
の
実
態
及
び
そ
れ
に
対
す
る
法
務
省
政
務
三
役
の
認
識
等
に
関
す
る
第
三
回
質
問
主
意

書

先
の
質
問
主
意
書
で
、
取
調
べ
中
に
被
疑
者
に
対
し
て
殴
る
、
蹴
る
、
被
疑
者
を
壁
に
押
し
つ
け
、
身
動
き
を
と
れ
な
く
す

る
と
い
っ
た
暴
行
を
働
き
、
ま
た
は
机
を
叩
く
、
大
き
な
声
を
出
し
暴
言
を
吐
く
と
い
っ
た
威
嚇
を
し
、
そ
れ
が
表
沙
汰
に
な

り
罷
免
さ
れ
た
、
若
し
く
は
自
ら
職
を
辞
し
た
検
察
官
は
過
去
に
い
る
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
過
去
の
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一

七
四
第
一
七
一
号
）
で
は
、
過
去
に
四
名
の
検
察
官
が
、
取
調
べ
の
相
手
方
に
次
の
内
容
の
暴
行
を
加
え
る
等
の
行
為
を
働

き
、
懲
戒
処
分
又
は
法
務
省
の
内
規
に
基
づ
く
処
分
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

�

平
成
五
年
十
月
、
取
調
べ
の
相
手
方
二
名
に
そ
れ
ぞ
れ
足
蹴
り
す
る
な
ど
の
暴
行
を
加
え
、
傷
害
を
負
わ
せ
る
。
同
年

十
一
月
に
免
職
処
分
を
受
け
る
。
退
職
金
の
支
払
い
は
な
し
。

�

平
成
二
年
七
月
、
取
調
べ
の
相
手
方
の
顔
を
突
き
上
げ
る
暴
行
を
加
え
、
傷
害
を
負
わ
せ
る
。
平
成
六
年
六
月
に
停
職

三
カ
月
の
処
分
を
受
け
、
そ
の
後
退
職
す
る
。
退
職
金
の
支
払
い
は
あ
り
。

�

平
成
六
年
三
月
、
取
調
べ
の
相
手
方
の
面
前
に
あ
っ
た
机
を
持
ち
上
げ
て
床
に
落
と
し
、
同
机
の
下
端
を
同
人
に
接
触

さ
せ
、
傷
害
を
負
わ
せ
る
。
同
年
十
月
に
停
職
三
カ
月
の
処
分
を
受
け
、
そ
の
後
退
職
す
る
。
退
職
金
の
支
払
い
は
あ

一



り
。

�

平
成
十
三
年
三
月
、
取
調
べ
の
相
手
方
に
威
迫
的
で
不
適
切
な
発
言
を
行
う
。
平
成
十
七
年
十
二
月
に
法
務
省
内
規
に

基
づ
く
厳
重
注
意
処
分
を
受
け
、
そ
の
後
退
職
す
る
。
退
職
金
の
支
払
い
は
あ
り
。

右
と
「
前
々
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
四
第
三
二
八
号
）
及
び
「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
四
第
三
七
八
号
）

を
踏
ま
え
、
再
度
質
問
す
る
。

一

�
か
ら
�
の
検
察
官
の
暴
行
ま
た
は
暴
言
に
関
し
、
「
前
々
回
答
弁
書
」
で
「
御
指
摘
の
取
調
べ
の
相
手
方
に
暴
行
を
加

え
た
検
察
官
三
名
に
対
し
て
は
、
必
要
な
調
査
を
行
っ
た
上
で
、
い
ず
れ
も
平
成
五
年
又
は
平
成
六
年
に
懲
戒
処
分
を
行
っ

て
お
り
、
御
指
摘
の
取
調
べ
の
相
手
方
に
威
迫
的
で
不
適
切
な
発
言
を
行
っ
た
検
察
官
に
対
し
て
も
、
必
要
な
調
査
を
行
っ

た
上
で
、
平
成
十
七
年
に
法
務
省
の
内
規
に
基
づ
く
処
分
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
既
に
当
該
各
調
査
及
び
処
分
後
相
当
期

間
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
、
及
び
右
の
四
名
の
検
察
官
は
当
該
各
処
分
を
受
け
て
退
職
し
、
検
察
官
の
身
分
を
離
れ
て
お

り
、
こ
の
よ
う
な
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
か
か
わ
る
事
柄
で
も
あ
る
こ
と
等
に
か
ん
が
み
、
改
め
て
御
指
摘
の
よ
う
な
調

査
を
す
る
必
要
は
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。
」
と
、
「
必
要
な
調
査
」
が
行
わ
れ
て
い
る
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。

前
回
質
問
主
意
書
で
、
右
の
「
必
要
な
調
査
」
に
関
し
、

二



（
�
）
行
わ
れ
た
期
間

（
�
）
行
っ
た
者
の
官
職
氏
名

（
�
）
対
象
と
な
っ
た
者
の
官
職
氏
名

（
�
）
具
体
的
方
法

（
�
）
記
録
文
書
の
有
無

の
五
点
を
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
八
十
二
条

第
一
項
各
号
に
定
め
ら
れ
た
懲
戒
事
由
に
該
当
す
る
場
合
に
、
懲
戒
処
分
を
行
う
か
ど
う
か
、
懲
戒
処
分
を
行
う
と
き
に
い

か
な
る
処
分
を
選
択
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
当
該
懲
戒
事
由
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
行
為
の
原
因
、
動
機
、
性
質
、
態

様
、
結
果
、
影
響
等
の
ほ
か
、
当
該
職
員
の
同
行
為
の
前
後
に
お
け
る
態
度
、
懲
戒
処
分
等
の
処
分
歴
、
選
択
す
る
処
分
が

他
の
公
務
員
及
び
社
会
に
与
え
る
影
響
等
、
広
範
な
事
情
を
総
合
的
に
考
慮
し
て
判
断
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
御
指

摘
の
各
事
案
に
つ
い
て
も
、
懲
戒
処
分
又
は
法
務
省
の
内
規
に
基
づ
く
処
分
が
行
わ
れ
る
前
に
、
そ
の
た
め
の
必
要
な
調
査

が
行
わ
れ
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
処
分
が
行
わ
れ
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
が
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
確
認
で
き
る
関
係
文

書
が
保
存
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
「
必
要
な
調
査
」

三



の
詳
細
を
確
認
で
き
る
関
係
文
書
が
保
存
さ
れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

二

前
回
質
問
主
意
書
で
、
�
か
ら
�
の
検
察
官
が
そ
れ
ぞ
れ
違
法
行
為
を
働
い
て
い
た
際
、
周
囲
に
他
の
者
は
い
た
の
か
、

い
た
の
な
ら
、
そ
れ
ら
の
者
は
そ
の
際
、
ま
た
は
事
後
的
に
ど
の
様
な
対
応
を
取
っ
て
い
た
の
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前

回
答
弁
書
」
で
は
何
の
答
弁
も
な
さ
れ
て
い
な
い
。
繰
り
返
す
が
、
関
係
文
書
が
保
存
さ
れ
て
い
な
く
と
も
、
当
時
の
状
況

を
知
る
現
職
の
検
察
庁
職
員
が
い
る
の
な
ら
、
そ
の
者
に
当
時
の
状
況
を
問
い
質
せ
ば
良
い
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
右
に
つ

き
、
当
時
の
状
況
を
知
る
現
職
の
同
庁
職
員
に
問
い
質
し
、
ま
た
誰
が
誰
に
問
い
質
し
た
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
官
職
氏
名
を

明
ら
か
に
し
、
問
い
質
し
た
内
容
を
文
書
と
し
て
記
録
し
た
上
で
、
右
の
質
問
に
答
え
る
こ
と
を
再
度
求
め
る
。

三

�
か
ら
�
の
検
察
官
の
他
に
、
被
疑
者
等
に
対
す
る
取
調
べ
等
に
際
し
て
暴
行
ま
た
は
暴
言
等
の
違
法
行
為
を
働
き
、
処

分
さ
れ
た
、
ま
た
は
、
処
分
す
べ
く
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
事
例
は
、
現
時
点
で
あ
る
か
。

右
質
問
す
る
。

四


